
 

 

-1- 

 

平成２９年第８回島田市教育委員会定例会会議録 
日 時 平成29年８月24日(木)午後２時01分～午後３時38分 

会 場 島田市役所 会議棟 Ｄ会議室（２階） 

出席者 濱田和彦教育長、北島正委員、牧野高彦委員、秋田美八子委員、原喜

恵子委員 

欠席者  

傍聴人  

説明のための出席者 畑教育部長、鈴木教育総務課長、池谷学校教育課長、高橋学校給食課

長、南條社会教育課長、加藤スポーツ振興課長、小澤図書館課長、中

村文化課長 

会期及び会議時間 平成29年８月24日(木)午後２時01分～午後３時38分 

  

会議録署名人 北島委員、原委員 

  

教育部長報告  

  

事務事業報告 教育総務課長、学校教育課長、学校給食課長、社会教育課長、スポー

ツ振興課長、図書館課長、文化課長 

  

付議事項  

  

協議事項  

  

協議事項の集約 (1)事務局から提案するもの 

(2)各委員が提案するもの 

  

報告事項 (1) 平成29年７月分の寄附受納について 

(2) 平成29年７月分の生徒指導について 

(3) 平成29年度夏休み中の学校給食普及啓発事業について 

  

会議日程について ・次回島田市教育委員会定例会 平成29年９月28日（木）14:00～ 

島田市役所 会議棟Ｃ会議室 

・次々回島田市教育委員会定例会 平成29年10月26日（木）14:00～ 

島田市役所 第３委員会室 

  

 開  会    午後２時01分 

教育長 それでは、まず最初に会議進行上のお願いをいたします。 

発言は、全員着席のままお願いいたします。発言する場合は、指名

された方以外は、委員名、職名を告げ、発言許可をとってからお願い
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をします。付議事項については、１件ごと採決します。 

それでは、ただいまから平成29年第８回教育委員会定例会を開催い

たします。 

会期の決定ですが、会期は本日平成29年８月24日、１日といたしま

す。 

会議録署名人は、北島委員と原委員にお願いをいたしますから、よ

ろしくお願いします。 

教育部長報告に移りたいと思います。 

それでは、教育部長報告を教育部長、お願いします。 

 教育部長報告 
教育部長 今回、私からの報告事項はございませんので、よろしくお願いいた

します。 

教育長 はい、分かりました。 

無いようですので、次に進みます。 

 事務事業報告 

教育長 では、事務事業報告に移ります。補足説明のある課は説明をお願い

します。 

教育総務課長 それでは、１ページ目をご覧ください。 

実施のほうですが、８月４日金曜日に四市の教育委員会庶務事務研

修会を開催しました。これにつきましては、毎年１回開催をしている

もので、掛川市、焼津市、藤枝市、島田市の４市の教育委員会事務局

の職員による研修会です。内容につきましては、各市が抱えている課

題等について議題として持ち寄りまして、各市の状況であったりとか

改善策といったものを発表し合うというものでございます。 

それから、８月16日の水曜日です。小学校校内ネットワーク調査業

務の入札を執行しました。これにつきましては、各学校のＷｉ－Ｆｉ

ネットワーク環境の整備をするための事前の調査でございます。今回

調査対象としている学校につきましては、昨年度及び今年度、ＩＣＴ

のタブレットを中心としましたモデル事業を実施しています六合中学

校区と初倉中学校区、小学校４校、中学校２校についての調査でござ

います。 

今、小学校４校と申し上げましたが、六合東小学校につきましては

学校の中で既に環境の整備が整っていますので、今回の調査からは外

しております。 

学校教育課長 資料の２ページをご覧ください。 

７月は、27日を最後に夏休みに入っています。夏休みの間は、サマ

ーオープンスクール、８月８日には第３回島田市教育環境適正化検討

委員会が開催されました。地域の方、自治会長を含め、地域のコミュ

ニティの代表の方々10人以上が参加して、いろいろな意見を全員から

聞くことができました。 
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３ページに行きまして、予定です。 

明日を皮切りに、小学校で始業式が予定されています。中学校は来

週の月曜日が主に始業式開始ということです。それでも、来週早々に

はほとんどの学校で２学期が始まります。 

サタデーオープンスクールは、20名の定員のところ定員以上の希望

があるとのことです。 

小学校の運動会、伊久美小学校、湯日小学校、あと中学校は９月16

日土曜日ですが、全部の中学校で開催予定であります。 

９月21日木曜日には、第４回の島田市教育環境適正化検討委員会を

予定しております。今度は初倉地区、くららで開催予定です。 

学校給食課長 ４ページをご覧ください。 

実施のところですけれども、上段の７月27日の中学生料理バトル、

１つ飛ばしまして８月９日の親子料理教室につきましては、市民への

学校給食の啓発事業の一環として実施いたしております。詳細につき

ましては後ほど報告事項で説明をさせていただきます。 

８月８日、飛びまして15日両日につきましては、過年度分の学校給

食費の未納者の訪問徴収を行いました。二日間で合わせて６軒訪問し

ております。 

８月23日ですが、南部の学校給食センターの食缶類洗浄機、それか

らプレハブ冷凍冷蔵庫が完成したということで、市の契約検査課の検

査員による検査を受検いたしました。一部、プレハブ冷凍冷蔵庫につ

きましては屋外に屋外機がございますが、これの転倒防止のアンカー

ボルトを付けること、それから、屋外の排気ファンのプロペラが回る

ところがありますけれども、少し手が入りそうな状況が見受けられた

ものですから、これにつきましては子供たちのいたずら等で手を入れ

ても困るものですから、進入防止のネットを張るように指示を出して

おります。それらが業者により手直しをする部分となっております。 

予定のところでは、明日となりますけれども、同じく南部学校給食

センターの改修工事が完成いたします。これにつきましても、市の契

約検査課の検査員による完成検査を受けることとなります。 

今回の工事では、空調機の設置、それから天井の落下防止改修、Ｌ

ＥＤ照明というものが主となります。学校給食衛生管理基準にありま

す、25度、80％の努力目標がどこまでいけるか、少し今後の２学期の

運用で見ていきたいと思います。 

８月29日、２学期の学校給食が中部において開始されます。南部に

つきましては、工事の関係もありまして９月４日から開始をいたしま

す。 

その他、８月29日と９月26日、食材等の放射能検査、中部と南部そ

れぞれ行ってまいります。 

それから、給食の開始に当たりまして、最近のポテトサラダの問題、
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焼津の甲賀病院の給食の問題等ありますので、気をつけていきたいと

思います。 

社会教育課長 社会教育の事業について補足いたします。まず５ページをご覧くだ

さい。 

７月から８月にかけましては、夏休みを利用いたしまして各社会教

育施設で子供たち参加のさまざまなイベントが開催されております。 

一番上の、７月27日の子育て広場「ぐぅ・ちょき・ぱぁ」、これは乳

幼児の親子の交流の場として定期的に開催しておりますけれども、夏

休みはこれに加えて一中の中学生がボランティアで加わって体験をし

ていただくという取り組みです。 

それから、７月30日、真ん中辺ですが、六合公民館で島田工業高校

生の今年は電気科の生徒によってラジオを作るという教室を行いまし

た。ハンダ付けを伴って少し難易度が高いですけれども、子供たちは

７組14人親子が参加し、高校生は４人、それから先生が１人で指導し

てくださいました。大変好評でした。しっかり電池で動くラジオがで

きました。 

それから、下から２番目の８月４日からのしまだガンバ！キャンプ

活動ですけれども、このしまだガンバのプレイベントとして、今年は

天候もそんなにひどくなくて、安全に楽しく有意義に過ごしました。

特に川遊びとかキャンプファイヤーが非常に好評でした。 

続きまして、６ページをご覧ください。 

こちらのほうは、人数の追記をお願いいたします。 

中段、８月19日、「人生を映す字手紙体験講座」のところは、12人。 

次の、21日の「親方直伝 男のそば打ち入門①」は、８人。 

８月22日の伊久身の「落語を楽しむ会」は、37人。内訳は、子供が７

人、大人が30人です。お年寄りから子供まで参加してくださいました。 

23日、「パッチワーク（チューリップづくり)」は、13人。 

「～心を軽くする～法話と写経入門①」は、10人。 

「和布ボンボンポーチづくり体験」は、５人です。 

このボンボンポーチづくりは、オフィシャルのトミヤさんに講師を

務めていただきまして、着物のような生地でボンボンの形をしたポー

チをみんなで作って、すごく良かったという評判をいただきました。 

続きまして７ページですけれども、一番上、８月23日、０歳児を持

つ親の講座は、20組40人。定員いっぱいです。 

それから、次の８月23日からは、きのうの23日のしずおか寺子屋は、

中学生が21人、うち初倉中の生徒が20人、それから、私立の常葉菊川

中の生徒が１人参加いたしました。これに初中の支援員が１人、地元

と、それから市外の大学生合わせて４人の大学生が学習支援を行って、

夏休みの３日間を使って中学生が自由に勉強することを支援いたしま

した。登録は30人でした。きょうと明日と、引き続き行います。 
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それから、こちらには記載はございませんが、お手元に資料を入れ

させていただきまして、皆さんにはこのＡ４のチラシのＩＣＴという

のと、それから委員の皆さんにはきょう刷り上がってきたパンフレッ

トをお入れしました。リーフレットです。 

これは、ＩＣＴ・ＩｏＴで地域を活性化しようという事業で、ＩＣ

Ｔコンソーシアムというところが主催する事業ですが、社会教育課と

戦略推進課が共同で行う事業です。全国でまちづくり活動を行ってい

る高校生、選抜で島田に集まっていただいて、10校、生徒が50人、引

率が15人、あと管理者を含めますと70人から80人の参加で、島田の市

内の魅力を発掘しまして、「ジモフル」のツールを使ってインターネッ

トに投稿する試みを行う事業です。 

26日に、それぞれの活動の発表とオリエンテーションを行って、午

後市内にフィールドワークに出かけます。投稿した結果を27日に発表

し合って表彰するという取り組みです。 

もし、よろしければ26日の午前の発表のときにお越しいただくこと

ができますし、27日はあいにく防災訓練と重なってしまって申しわけ

ないのですが、お時間がありましたら表彰式までにおいでいただけれ

ばそれぞれの活動の発表がお聞きいただけると思います。 

それから、今後の予定でございますが、８ページのところをご覧い

ただきまして、９月10日の金谷公民館のワールドカフェの第２回目、

昨年に引き続き第２回目ですが、常葉大学の猿田教授に御指導いただ

いて、老若男女、対話形式で打ち解けた雰囲気の中で、金谷の良いと

ころを話し合って発見していこうというものです。今のところ、常葉

大学の学生も参加していただける予定です。お手元にチラシも入れま

したので、よろしければご覧いただきたいと思います。 

チラシについては、その上の９日の写経のチラシも入れさせていた

だきました。写経は最近非常に好評でして、講話を聞いた後写経をし

ていただいて、気持ちを落ち着かせていくという効果が非常に好評で

す。 

それから、最後ですが、９ページ、９月24日、伊久身農村環境改善

センターの事業ですが、郷土の歴史をみんなで知ろうということで、

犬間城を再評価していこうということで、今は何もないんですけれど

も、現地の人もどうやって行ったらいいかという状況ですが、現地の

フィールドワークを１回、それから講話という形でみんなで犬間城を

素材に地域を考えていこう、歴史に関心を持っていただこうという取

り組みです。昨今の直虎とも関連つけられそうなものですから、博物

館の岡村学芸員の協力を得まして、タイアップで事業を進めていく予

定です。よろしければ御参加ください。 

スポーツ振興課長 10ページをご覧ください。 

最初に、人数の追記をお願いします。 
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中段のほうになりますが、８月19日、田代の郷整備事業ワークショ

ップですけれども、参加者は21人です。 

その下の、静岡県スポーツ推進委員研究大会は15人。 

その下の、ペタンク教室は17人です。 

それでは、実施のほうから補足説明をさせていただきます。 

一番上の、７月28日から８月19日まで、市内小学校と金谷プールの

一般開放を行いました。今年度から、開放校を９校から14校に増やし

たところです。実際には、開放日数が少なくなった学校もございます

けれども、新たに開放した学校につきましては非常に良かったという

お声もいただいております。参加人数につきましては現在集計中です

ので、済みません、空欄になっております。全般的には大変好評であ

ったと思っております。 

その２つ下の、８月５日から８月７日ですけれども、姉妹都市のス

ポーツ少年団交流大会ということで、富山県の氷見市、長野県大町市

との交流事業ということで実施をさせていただきました。今年度は氷

見市で開催されまして、島田市の団員としては30人が参加をして氷見

市へ行ってまいりました。少し台風も心配されたところでございます

けれども、おかげさまで氷見市のほうでは３日間とも非常に天候に恵

まれまして、氷見市でいろいろなイベントが用意されておりまして、

子供たちは非常に楽しく、そして両市の団員との交流を深めていたよ

うです。大変いい思い出になったのではないかと思っております。 

次に、その下の、８月14日から18日でございますけれども、インタ

ーンシップ制度の大学生の研修ということで受け入れを行いました。

今年度は神奈川大学の学生の受け入れをいたしました。１週間、スポ

ーツ振興課の業務ですとか、あとローズアリーナ、島田球場などの施

設で職場体験という形で実際に入っていただきました。 

少し下がりまして、８月19日ですけれども、田代の郷整備事業に関

わる第３回目のワークショップを開催いたしました。今回のワークシ

ョップでは、これまで参加者の皆さんに御検討いただいた整備計画案

を参考にした基本設計の案を御提示して、改めて御意見をいただいて、

ワークショップとしての御意見をとりまとめたところでございます。 

続いて予定のほうでございますけれども、９月１日金曜日ですけれ

ども、ママさん教室を開催いたします。回数的には全５回になります。

これは、子育て中のお母さんにもスポーツをやっていただきたいとい

うことで、託児付きの教室を開催するものでございます。 

少し下がっていただいて、９月26日の市町対抗駅伝代表選手選考会

でございます。この日に代表選手を決定いたしますけれども、９月１

日から代表候補選手による合同練習とか記録計測を経まして、最終的

に20名の代表選手を決定する予定です。 

図書館課長 図書館課の事業につきまして、補足説明をさせていただきます。 
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11ページになります。実施について、中ほどの７月27日の金谷図書

館の１日体験図書館員があります。こちらのほう、訂正をお願いした

いのですが、参加者が４人になっておりますが、１人欠席をしました

ので３人にお願いいたします。 

こちらの事業につきましては、８月９日まで市内の３図書館で延べ

８回、合計27人が参加をいたしました。業務としましては、カウンタ

ーでの貸し出し、返却、返却本の配架作業、それから本へのブックカ

バーをかける作業等を体験していただきました。全体的に楽しかった

とかまたやりたいというような意見をいただいております。 

次に、12ページに移りまして、８月２日と９日ですけれども、金谷

図書館で夏休み子ども映画会を開催いたしました。 

それから、８月４日に島田図書館できもだめしおはなし会、これは

初めての試みとしまして、怖いお話とお化け屋敷ということで、親子

15組33人の参加をしていただきました。 

それから、中学生と高校生の職場体験の受け入れを島田図書館でし

ております。８月８日と10日に、島田高校の１年生の女子生徒を１名、

それから８月16、17日に、静岡サレジオ中学の２年生の男子生徒１名

を受け入れをいたしました。 

次に、予定のほうになりますが、13ページに移ります。 

中ほどになりますけれども、９月１日から読書通帳機の運用開始と

なっております。こちらにつきましては、既にきのうまでに設置をし

まして、きょうからテスト運用を開始しております。９月１日からは

正式運用ということになります。金谷、川根図書館にも新規に読書通

帳を印刷できる機器が設置されましたので、これで３館全てで印刷が

できるようになりました。 

次に、９月４日ですけれども、図書館ヨガ「図書ヨガ!」ということ

で、島田図書館の休館日に図書館のフロアでヨガを体験していただい

て、その後、図書館の巡回ツアーをやって、普段来たことのない人に

図書館に足を運んでもらうというイベントを予定しております。 

それから、下から３行目になりますけれども、９月14日から10月３

日は、金谷中学校の美術部展ということで、金谷図書館の展示コーナ

ーで展示をいたします。今年初めて中学校と協力をして展示をするこ

とにさせていただきましたけれども、来年以降も市内の学校とタイア

ップをして展示等をやっていきたいと考えております。 

それから、一番下になりますが、島田図書館の５周年記念というこ

とで、９月22日で島田図書館がおび・りあに移転して５周年になりま

すので、それを記念したイベントを開催いたします。市役所の玄関に

おいてある人型ロボットのＰｅｐｐｅｒを、２日間、島田図書館の館

長ということで図書館のエレベーターホール等でお客様の呼び込み等

をやっていただくことを考えております。 
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それから、14ページに移りまして、記念事業ということで、茶問屋

ショーゴさんの人形劇とミニ音楽会を予定しております。こちらにつ

きましては、この黄色のチラシを分けさせていただきました。委員の

皆さんには、こちらの入場整理券も付けさせていただきましたので、

またお時間がありましたら御参加していただけたらありがたいと思い

ます。こちら、９月１日から入場券を配布する予定でおります。 

文化課長 15ページになります。 

真ん中少し上で、８月３日から10日、学芸員実習ということで、実

習生が７人、げたの展示という課題を与えまして、学芸員としてどの

ように展示するか、知恵を絞ってもらいました。げたの何を来場者に

伝えたいのかを、職員から厳しい指摘も受けておりました。 

８月５日、明日の川越遺跡を考えるワークショップ、第２回目にな

ります。遺跡の活用方法、改善策のグループ討議、具体的なものでは、

向島西のバス停名を川越街道入口にしたらどうかとか、特種東海製紙

の壁面が100メートル以上あるのですが、川越をしている絵を美大生

に描いてもらおうなど、すぐにできそうな案が出ました。 

８月５日以降にはなるのですが、この頃から夏休みの体験学習とい

うことで、８月６日にはのろし体験と諏訪原城の門の仕組みを学ぼう

ということで、諏訪原城跡、現地を初めとする夏休みの体験学習は本

当に現場での体験がありまして、連日盛況でした。 

特に、諏訪原城の門、講師の三浦教授に、会が終わってからも熱心

に質問をしておりました歴史好きの小学５年生の女の子を初め、何人

かの方がいらっしゃいました。 

ページ変わりまして、16ページになります。 

まず、追記をお願いしたいと思います。 

８月12日、海野光弘展、学芸員によるギャラリートークは６名参加

者。 

その下の「わくわくアトリエ」は、参加者14名です。 

８月20日の県民の日、参加者としては、来場者1,187人となります。

内訳としては、本館に909人、分館に278人入りました。 

８月20日の島田市民合唱祭、第九ですが、入場者数ということにな

りまして、532人になります。 

８月20日については、本当に1,187人という多くの皆様に、昼間から、

そしてこれはナイトミュージアムということで夜まで行いました。マ

ジックショーには、新聞にも載っておりましたが、88人来ていただき

ました。 

20日については、第九の合唱が最後になったんですけれども、本当

に舞台に104人が乗りまして、迫力ある、観客席に響いてくる第九を聞

くことができました。 

予定の部分になります。９月２日から11月26日、「海野光弘 豊～収
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穫の園～」ということで、与那国島・沖縄県、塩尻・長野県、忍野・

山梨県など、収穫の季節を迎える山郷の田園など、豊穣を題材にした

作品を中心に展示いたします。チラシのほうは配布させていただいて

おります。 

９月10日、マンハッタン・ジャズ・クインテットコンサートという

ことで、今年はコンサートになりますが、昨年はアウトリーチ型のワ

ークショップということで、市内の中学生、高校生を対象に指導をし

ていただいております。その指導をしたデビッド・マシューズさんが

今度はクインテットということでコンサートをいたします。 

９月16日から11月26日ということで、特別展「女戦国大名寿桂尼と

今川氏」を開催いたします。今川氏の10代までの４代の当主を支えた

寿桂尼を通して、戦国大名の実態に迫ります。 

そして、９月17日、下の段になりますが、しまだ市民遺産「島田髷

と島田髷まつり」ということで、髷まつりの60周年を記念した事業に

なります。川越街道で、番宿を利用して行うものになります。 

教育長 ありがとうございました。 

以上で、事務事業報告が終わりました。委員の皆様から何か御質問

等がありましたらお願いします。 

では、最初に私のほうから教育総務課長にいいですか。 

 四市の庶務事務研修会で、各市から課題等を持ち寄って共有すると

いうお話だったんですが、どんな内容、特に共有しておいたほうがい

いような話題があったら少しお話をしていただけたらと思うんです

が、いかがでしょうか。 

教育総務課長 今回につきましては、議題として７つ提案されました。 

１つ目は、学校給食担当の組織及び職員配置の状況についてという

ことで、掛川市から提案がございました。 

２つ目につきましては、学校医の報酬について、掛川市からですけ

れども、これについては、掛川市の学校医を務められている皆さんか

ら報酬が少し低いのではないかということで、各市の状況を確認する

ようにということでの情報の持ち寄りです。 

３つ目につきましては、学校施設の長寿命化計画の策定についてと

いうことで、これも掛川市提案です。長寿命化計画の策定につきまし

ては、平成32年度までになるべく完了してくださいと国からは言われ

ています。島田市については、その前段としての計画を現在策定して

いるところで、長寿命化の計画につきましては来年度以降取りかかる

話にはなるんですけれども、掛川市が今現在集めている状況によりま

すと、県内他市でやっているところ、具体的な市はちょっと今は忘れ

ましたが、外部へ調査費をかけるというところが結構多いらしくて、

金額的にはどれぐらいかという質問については1,000万円近いような

金額を提示されているという報告がございました。 
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それから、４つ目の議題としましては、学校からの予算要望につい

て、その要望の受け方、それから具体的な調整の仕方、そういったも

のについて各市の状況の確認をしました。 

５つ目につきましては、学校ＩＣＴに関する計画について。これに

ついては、先ほど報告をしました島田についてはモデル的にタブレッ

トの整備を進めていますが、それに伴ってＷｉ－Ｆｉ環境の整備も進

めているところです。そういった状況について、各市の状況の話し合

いをしております。 

それから、６つ目につきましては、島田市提案による全国市有物件

災害共済会の建物共済について、その加入の仕方についてとなります。

これについては、今、一括でどのぐらいの金額でという形で加入して

いるところなんですが、実際に火災等になった場合、そこの被災部分

について実際どういったものがどれだけの量があったか、具体的な細

かなところの把握をしておかないと実際の保険金が出ないのではない

かということで、細かな研究がこれから必要になってくるのかなとい

う話し合いがされました。 

最後の議題につきましては、小中学校の文書保管庫、金庫について

の関係です。これにつきましては、各学校に重要文書について金庫保

管をされているわけなんですけれども、多くの学校についてその耐用

年数が経過してしまっています。中には、扉自体が閉まらなくなって

いるような学校もあると、そういった報告がございました。 

ただ、その金庫自体も非常に高価なもので、重量も200キログラムを

超すような、そういったものでございます。なかなか、設置等につい

ても金額がかかるということで、二の足を踏んでいるという状況が各

市から聞かれました。 

提案については以上でございます。 

教育長 ありがとうございました。 

委員の皆さんから、何か他にありましたらお願いします。 

Ｄ委員 スポーツ振興課にお願いします。 

少しお聞きしたいんですけれども、市内の小学校プールの一般開放

が９校から14校に今年増加したというお話ですが、プールの使用に関

しては大変安全面で心配なところがたくさんあると思うのですが、プ

ールの監視及び衛生面での管理というのは、どこがどのようになさっ

ているのでしょうか。教えてください。 

スポーツ振興課長 プールの開放につきましては、開放校を増やした、その代わり日数

も少し減った学校もあるんですけれども、管理につきましては、会社

名としてはスポーツプラザ報徳という、プールのいろいろな管理をし

ている、総合スポーツセンターの指定管理者でもあるんですけれども、

そこの業者に委託をしまして、各学校に監視員を張りつけて管理をし
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ていただきました。 

それと併せて、水質の問題も決められた通り、時間で、塩素の濃度

ですとかそういったものを定期的に測る作業をして、衛生面というん

ですか、いわゆるその辺りの管理はしていただいています。 

全て、その辺りは委託という形でお願いをしております。 

Ｄ委員 ありがとうございました。 

教育長 よろしいですか。 

それ以外にどうでしょうか。 

Ｃ委員 今のプールの話ですが、全国的にこういうプールの開放が減ってき

ている中で、逆に、日数は減りましたけれども数が増えて、委託では

ありますけれども管理をしていただいて、うちの近所の子供たちも大

変喜んで参加させていただきました。こういった取り組みには、本当

にありがたいと思います。今後もよろしくお願いいたします。 

スポーツ振興課長 ありがとうございます。 

いろいろ、特に、お聞きしている中では、やはり今まで開放してい

なかった学校では、学校のほうへ、開放してくれてよかったという声

をたくさんいただいております。 

一部、やはり開放日数が減った学校についてはなぜというようなお

声も少し聞いたところもあるんですけれども、全般的には非常に好評

をいただいたのかなと思っております。 

近隣では、藤枝も焼津も小学校のプールというのは市のほうで開放

管理をやっているということはない、学校のほうでやっていただいて

いるということで、やはり日数が少ない状況がありますので、この辺

は島田市は少し進んでいるといいますか、少しいいのではないのかな

と思っております。 

Ｃ委員 もう１つ。 

委託ということによって、例えば、昔ですと近隣の方々に御協力を

いただいて監視員をやっていただいたりしていたんですが、非常に細

かいところで責任問題とかありまして、それがもとで開放できないと

ころも多かったのではないかなと思います。 

大変ありがたい方法ですので、お礼を言いたいと思います。 

教育長 いいですね。大丈夫ですか。スポーツ振興課長。 

スポーツ振興課長 一部の学校で、日数がやはり少ないということで、地元の人が出て

というようなお話もあったんですが、やはり、Ｃ委員がおっしゃられ

たように安全面とか責任の問題がはっきりしなくて、少し無理だとい

うことで日数については御納得いただいたという状況もございます。

やはり開放するに当たっては安全面が一番重要で、委託をしておりま

すので当然それなりの資格を持った人を配置して管理をしていただい

ているというような状況で、今年も特に大きな、多少のけがとかちょ
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っとした切り傷とかそういうのは多少あったと思いますけれども、大

きな事故もなく終了できたというところが一番ではなかったかなと思

っております。 

教育長 少し今のことに付け加えていいですか。 

放課後児童クラブの夏休み開催をしているところを、ある程度プー

ル開放を実施しているということがあるものですから、放課後児童ク

ラブの子供たち、夏の間に涼める機会ってなかなかないものですから、

このプール開放がとてもありがたいという、そういう声もありました。 

そこら辺も１つの効果としてあるのではないかなと思います。 

どうでしょうか。まだほかに御質問、御意見等がありましたら。 

Ｂ委員 社会教育のほうですね。 

８ページのところで、般若心経の話とか写経とか、その前にも写経

というのが出ていますが、これは、講師といいますか指導者といいま

すか、これは大体決まっているのか、あるいは回り持ちで何人かの方

が関わっているのか。 

それから、内容的に時間とかはどんな感じでやっているのか。 

社会教育課長 それぞれで、いろんな方にやっていただいていますが、住職の方が

多うございます。初倉の桑子僧侶とか。 

30分ぐらい講話をしていただいて、一般的な講話です。その後、般

若心経を書くことが主な目的でございます。大体２時間ぐらいです。 

Ｂ委員 参加者は、大体年齢的にはどういう方が多いんですか。 

社会教育課長 中高年の方がやはり多くて、女性の方が中心です。 

Ｂ委員 もう１つ、よろしいですか。 

６ページのところの真ん中ほどにありました、人生を映す字手紙で

すか、体験講座。 

絵手紙というのは聞いたことがあるんですけれども、手紙って、普

通は字に決まっているんですけれども、どういうことなんだろうとい

うのがちょっと、よく内容が分からなくて。教えていただければ。 

社会教育課長 私も今回初めて知ったんですけれども、講師の方は、日本書道教育

協会認定教諭で、毛筆、硬筆の師範、内藤柚玉さんという方なんです

けれども、こういった半紙大の紙に大きく１文字書いて、その意味を

伝えるメッセージを書くという、そういうものです。 

少し、小さい字で書き添えて。一、二字だけではないわけです。で

っかく書いて。体験していないものですから実感はわきませんが。 

教育長 なるべく、いろいろな講座、体験があるとニーズもそれなりに掘り

起こされてくるのではないかなと思いました。 

いろいろな工夫があって、ありがたいなと思います。 

Ｄ委員 文化課に、感想ですけれども、川越遺跡を考えるのところで、特種

東海製紙の壁面に絵を描くというアイディアが出されたということで
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したが、とてもいいアイディアだなと私は思いました。 

いろいろな町に行くと、自分の町はこういう町であるというアピー

ルがすごいですよね。知らない街に行っても、ああ、ここではこうい

うものを大事にしているんだとか、この町はこれが特徴なんだという

のを、通過しただけで分かるというＰＲの仕方がたくさんあると思い

ます。 

そういう意味で、車でさっと通っても壁面にばあっと絵が描かれて

いたら、この町は川越遺跡の町なんだとアピールされて、目から飛び

込んでくるという印象は大きいかなと思います。とてもいいアイディ

アだなと思いました。感想です。 

文化課長 ありがとうございます。 

今現在、今年、来年と２年間かけて川越遺跡の計画を立てていると

ころで、その１つのワークショップということで、市民の皆様の意見

を計画に反映できるところは反映していこうというもので、明日が最

終日になりまして、ワークショップで出た意見をまとめ上げていきま

す。 

今、いいことだと言っていただいたような、具体的にできる案であ

るとか、今現在、川越街道を歩いていただくと分かるんですが、遺跡

を整備してから、実際に住んでいた方などが移転したりという、年齢

的なものと代がわりというのがありまして、どんどん人の気配がなく

なる状況がありますので、そういう中で少しでもにぎわい、壁面の部

分であったり、皆さんが集まってくれるような環境ということで、今

現在ワークショップで考えておりますし、それを計画に反映していく

ことになっております。 

教育長 よろしいですか。 

Ｄ委員 はい。 

Ｃ委員 文化課長にお伺いします。 

夏休みの体験学習が、15ページです。８月５日から、夏休み体験学

習を含めて、それからその次の夏休み子ども歴史教室ということで体

験をさせていただきまして、体験された方の感想を伺いますと、形の

あるものを作るというのは思い出が残っていいねということでありま

す。大変、力の要る、手のかかる講座がたくさんありましたけれども、

こういう人数の割には非常に密度の濃い、素晴らしい内容だったと思

います。また工夫をしていただいて、たくさん講座を開いていただけ

るとありがたいなと思います。 

それから、諏訪原城で、前々回でしたか、計画が、予算の関係もあ

りまして少し整備の期間が延びたというようなお話もありましたが、

こういったアイディア、例えば諏訪原城の門１つをとってみましても、

この三浦先生をお呼びして非常に内容の濃い、いくつもの工夫点やら

歴史的な背景の解説等、調べ上げていただいての内容、講演が、非常
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に中身の濃いものがありまして、期間が延びた分、こういったソフト

面で本当に工夫をしていただけると、まだまだ、市民もいろんなとこ

ろで楽しんでいるなということを非常に痛感しました。 

近々、何かお考えが、案、アイディアがございますでしょうか。 

文化課長 まず、夏休みの体験教室について、親子でかんたん染め物などは、

実際に袋状になっているもので、それがそのまま使えるということで、

ただ体験して、場合によっては夏休みの研究で提出するというよりも、

本当に使えるものということで、実際に自分で染めたものを、バッグ

を持っていくという部分ですごく好評でした。 

そして、諏訪原城の話になります。今回、子供たち、そして大人も、

特に旧金谷の皆さんについては認知度というのはかなり高いんです

が、旧島田であったり川根の方であったり、まだまだ、実際に認知度

が低いということで、まずはその辺を今後やっていこうとしておりま

す。人数的には、子供対象の部分では限定しないと、のろし体験、火

を扱う部分もありましたので少し限定させていただいたんですけれど

も、三浦先生の講演会の部分、午後、夢づくりで講演会をいたしまし

たが、遠くは福井県と東京の方もわざわざ見えてくださっておりまし

た。 

遠くの方もそうなんですけれども、まず島田の方から本当に知って

いただこうという取り組みで、現在、直接予定している取り組みとい

うのは、来年以降、諏訪原城はガイダンス施設の建設を今後予定して

おりますので、そこでいかに地元の方にも遠くの方にも知っていただ

こうという工夫をしていく予定となっております。 

たまたま、今現在、直虎をやっておりまして、直虎の最後の部分、

紀行的なものを何分かやる部分があるんですけれども、今後、諏訪原

城に関して、10月以降ですけれども予定をされております。 

来年のガイダンス施設整備に伴って、またその辺、ＰＲとかそうい

うものを考えていきたいと思っております。 

教育長 ありがとうございました。 

静岡新聞の徳川家康も、牧野城として諏訪原城が取り上げられてい

ますから、いい機会だと思うものですから、うまくＰＲして、大勢の

方がお見えになっていただくような工夫が必要ではないかなと思いま

す。特に、ソフトを工夫するというのは大事だなと思いました。 

他はどうでしょうか。 

Ａ委員 学校給食課長にお伺いしたいんですけれども、中学生の料理バトル、

例年行われていると思うんですけれども、入賞が割と同じ中学校の中

から出ているな、という感想があります。参加７チームということで

すけれども、やはり、入賞している学校からの参加が多かったのでし

ょうか。 

学校給食課長 実を言いますと、参加中学校が第二中学校、六合中学校に偏ってい
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る状況にあります。そこは１つ課題ではあるんですけれども、７校あ

る中では参加が２つの学校にとどまっているという状況から、どうし

ても入賞も偏ってしまっている結果になっております。 

Ａ委員 例年、その傾向というのはあるんでしょうか。 

学校給食課長 昨年は、第二中学校と六合中学校に加えて、初倉中学校の参加があ

りました。 

今年は、事情がありまして初倉中学校の参加がなかったことから、

第二中学校、六合中学校になっているという状況です。 

Ａ委員 あと、日程のほうが７月27日ということで、中体連で県大会に出る

可能性のある生徒さんはちょっと、なかなか応募のしづらい日程かな

というのも気になったところです。また、できるだけたくさんの生徒

さんに参加していただけるといいなと思いました。 

学校教育課長 少し付け加えさせていただくと、島田市内、正規の家庭科の教員が

いるところが今言った中学です。それで、あとは講師もしくは免許外

申請した教員がやっているという状況です。 

それはなぜかというと、年々教員というものが少なくなってきてい

るために、技術科や家庭科のほうに正規の教員が付けられない。それ

で、正規の教員がいるところは、家庭部であったり、そういうような

部活を開催したりして、子供たちが部活の単位として参加していると

いう傾向もあるのですけれども、教師としての人事的な背景がこちら

の方にも影響しているのではないかと思っております。 

Ａ委員 はい、よく分かりました。ありがとうございます。 

学校給食課長 日程面につきましては、私立高校とかあるいは県立高校のオープン

スクール、そちらは少し気をつけてみていたんですけれども、中体連

の関係は考慮が不足していたかもしれません。今後また気を付けて日

程を調整していきたいと思います。 

Ａ委員 よろしくお願いします。 

教育長 いろいろな行事と重なるものですから、大変ですが、また参加しや

すい日程を研究していただけたらと思います。ありがとうございまし

た。 

よろしいですか。 

それでは、以上を持ちまして事務事業報告は終了させていただきま

す。 

 付議事項 

  

 協議事項 

教育長 次に、付議事項、協議事項に移りたいと思います。 

あらかじめ、付議事項については提案されているものがありません

ので、協議事項のほうに移りたいと思いますが、協議事項についても

予定されているものがありません。 
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この際ですから、委員の皆様から何か協議をしていただきたいとい

う件がありましたら出していただきたいと思いますが、いかがでしょ

うか。 

よろしいですか。 

では、ないようですから次に進みたいと思います。 

 協議事項の集約 

教育長 それでは、次回教育委員会定例会における協議事項の集約を行いた

いと思います。 

まず、事務局から提案するものがありましたらお願いします。 

教育部長 事務局提案の協議事項がございます。 

教育総務課長 次回の定例会では、教育委員会に関する事務の点検・評価について、

これについての今年度の進め方、具体的な執行について協議をしてい

ただきたいと考えております。よろしくお願いします。 

教育長 点検・評価についての協議を入れるということで、よろしいでしょ

うか。 

それ以外に、何か協議を必要とする案件がありましたら、お願いを

したいと思います。 

 報告事項 

教育長 では、続いて報告事項に移りたいと思います。 

報告事項につきましては、報告事項が全て終わってからの質問とし

ていただきたいと思います。 

それでは、平成29年度７月分の寄附受納について、教育総務課長、

お願いします。 

教育総務課長 ７月分の寄附の受納につきましては、17ページをご覧ください。 

谷田川報徳社様から、初倉中学校に対しまして液晶テレビと、その

テレビのスタンド、それから六合中学校に図書、生徒用図書とデジタ

ル教科書、それらについて寄贈をしていただいております。 

それから、伊久美小学校の教育振興会から、伊久美小学校にカセッ

トデッキとＣＤプレーヤーを寄贈していただいておりますので、御報

告申し上げます。 

教育長 それでは続いて、29年度７月分の生徒指導について、学校教育課長、

お願いします。 

学校教育課長 問題行動のほう、小学校は７月当初よりやや多い傾向があります。

中学校も多い傾向がありますが、７月の値ではかなり現場の先生方が

頑張ってくれたと思っています。 

昨年度のグラフから、一番のピークは、大きな行事が一番多い10月

になります。本当の勝負はこれから、２学期だと思っております。 

それと、内訳は、これも近年、非常によく表れている傾向で、小学

校の粗暴行為が多いです。これは発達障害を抱えた子供たちが繰り返

したり、同一の児童が暴れたりパニック症状を起こしたりすることが
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多いということを今まで説明してきました。 

あと、中学校も、特定の学校で特定の生徒が繰り返し不健全非行を

行っている傾向が見られます。ですから、全体の傾向というよりも一

部の中学校の傾向ということです。 

とにかく、全国的に、今、小学校の問題行動、発達障害等を抱えた

児童の粗暴行為というものが多い傾向であります。特別な支援が必要

な児童生徒も、児童生徒数が減っているにもかかわらず大変増えてい

るという、そういう数字も出ております。 

これから２学期に向けて、各学校が、夏休みにかなりいろいろな面

で保護者と話し合いをしてくれたと聞いていますので、頑張ってほし

いと思います。 

不登校ですが、「他市と比較すれば、島田市の不登校者数は半分です。

しかし、島田市としては増加傾向であると、非常に心配しています」

ということで、常に学校の不登校の原因については学校教育課で把握

して、何かアドバイスや指導や連携ができることについては、繰り返

し繰り返し注意を払っていこうと心がけております。 

あと、８月の一番最後と、９月の２学期の最初は、突出して子供の

自殺が急増している時期であります。市内でも、自殺予告まではいき

ませんけれども、やや心配のある児童生徒がいないわけではありませ

んので、そこのところは大変気を使って、午前中もそのところの確認

をしていたところであります。 

あと、いじめのほうですが、「安定しているときこそ、積極的な認知

を心がけ、この安定した学校生活を継続できるようにしていきたい」

と思います。常葉大学と北海道大学で島田市の調査をお願いしていま

すが、学校の教員に情報があったときは既に重大な事案になっている

ことが多いというのが島田市の傾向としてはっきり数字で表れている

ので、表れていないこのときにいかに認知を進めるかということが島

田市においてはとても大事だと思っております。 

あと、次に教育センターのほうは、やはり先ほど言った発達障害、

学校関係、不登校関係の相談、下のほうで曽根特別支援教育相談員を

見ると、やはり小学校が大部分を占めているということが分かると思

います。 

あと、曽根相談員のメリットとして、ＷＩＳＣⅣというのが、今一

番最新の発達検査ですけれども、そちらのほうを活用してくださって

います。 

交通事故は、大きな事故はありませんけれども、紙一重というとこ

ろでは島田市も例外ではありません。注意喚起を図っていきたいと思

います。 

最後に、不審者情報ですが、８月は学校に子供たちがいないので、

新学期が始まると実は不審者情報が上がってくることが多々あります
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ので、注意していきたいと思います。 

その他の、生徒理解、チーム対応、外部機関との連携ということが

書いてありますけれども、本当にこの通りだなと改めて思っておりま

す。 

外部機関に完全に任せずに、しっかりイニシアチブを学校が持って

いくという指導を徹底したいと思います。チーム学校とは言いますけ

れども、しっかりイニシアチブを持っていくことが私はとても大事だ

と思っております。 

学校給食課長 19ページをご覧ください。 

平成29年度夏休み中の学校給食普及啓発事業について御報告いたし

ます。 

通常、学校給食の普及啓発事業といたしましては、市民への試食会

と並び、この夏休み中の親子料理教室、中学生料理バトルについて実

施をしております。 

まず、１つ目の親子料理教室につきましては、学校給食の実際に出

される献立を親子で調理し楽しむ、また調理の体験を通して食への興

味関心を深める場とすることを目的としております。 

日時、場所は記載のとおりですけれども、当日は市内小学校の児童

及び保護者12組28人の参加がありました。中には、父親の方お２人の

参加もあり、非常に仲良くできたという状況です。 

課題といたしましては、本来であれば午前中と午後の２回実施をし

たいところでしたが、昨年は２回で25組60人、今回のほぼ倍ですけれ

ども、そのような参加がありましたが、今年は12組28人ということで、

午前中の開催のみにとどまってしまったというところです。 

応募の少なかった原因といたしましては、昨年より少しお盆に近い

といいますか、時期を遅らせた関係もありまして、８月９日という日

が親子の皆さんとしては別の行事が入っていたのかと推測をしており

ます。来年はもう少し、７月末、あるいは８月の早々に行っていきた

いと考えております。 

また、募集につきましては、全保護者に宛てている給食カレンダー

という給食のお便りがありますけれども、そこに掲載しておりますが、

次年度はこれに加えて広報誌、ホームページ等へも掲載を行っていき

たいと思います。 

次に、中学生料理バトルにつきまして、御報告します。 

これにつきましては、目的は、地場産物を使用して、これは与えら

れた条件の中、300円という中ですけれども、学校給食の献立を自ら考

え、実際にそれを調理し、競うことで、給食に対する興味、関心を持

つ機会とするということです。 

先ほど、Ａ委員からの御指摘のとおり、７チーム33人の参加でした

が、内訳としては２つの中学校にとどまっておりました。 
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日時、場所等は記載のとおりです。 

一定の条件とは先ほど申し上げましたが、１人当たり300円以内でで

きるもの、地場産物を使用する、また給食に使える献立とすることい

うことと、白飯に合う副食３品を90分以内で調理するということで、

審査員により審査を行いました。 

それぞれの会場で、おおるり会場からは優秀賞、優良賞、またはな

みずき会場からもそれぞれ選定を行っております。 

また、写真を付けてありますので、参考にご覧になってください。 

教育長 予定された報告事項は以上ですが、何か、その他報告事項があった

らお願いをします。 

社会教育課長 この夏にかけまして、各地区の地域のほうで子供の学習支援、ある

いは居場所づくりの活動がありまして、現地視察をいたしましたので

簡潔に御報告いたします。 

まず、三ツ合町の子供会、それを自治会がバックアップして行われ

ております学習支援がありました。 

三ツ合町の公会堂で、２階で中低学年、１階で高学年の子たちで、

地域の方、あるいは教員のＯＢの方が学習支援をしてくださいました。 

それから、第三地区社教主催の学習支援と居場所作りが、横井公会

堂で行われておりました。これは、横井公会堂の２階の２つの部屋を

使って、１つの部屋では学習支援、１つの部屋では昔の遊びを中心に

した居場所作りのものです。地元の地区社教の方々と、それからボラ

ンティアの大学生が１名対応しておりました。 

それから、これは今年度ではありませんが、もう３年目になります

けれども、湯日地区では地域の方々が湯日小の児童を、かなりの数で

すが、ほとんどの子供たちの居場所作りを週３回程度やってくださっ

ていて、お年寄りと交流などの事業を進めてくださっています。場所

は初倉西部ふれあいセンターです。 

それから、中溝地区では、「なかみぞさんち」と呼ばれる駄菓子屋の

居場所作り、あるいは交流の活動をしてくださっております。広報し

まだのほうにも自治会長さんの紹介がありましたけれども、自治会の

主導で、交流の場、あるいは、夏休みには教材を持ち寄って自習をす

る子供たちも出ているということです。 

次に、これは我々の事業への協力ですけれども、放課後子ども教室

フレンズ、初倉地区で行っておりますけれども、場所の提供に岡田地

区が、岡田の公会堂を場所を提供してくださって、今年度は公会堂で

事業を展開させていただいております。近くに神社があったり、ある

いはそこで活動する老人会の方々と交流が深まったりということで、

地域に非常に近いところで行われるのが非常にいいかなと思っており

ます。 

スポーツ振興課長 田代の郷整備事業につきまして御説明をさせていただきたいと思い
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ます。 

お手元に資料を配布させていただきました。Ａ４、２枚の資料にな

ります。 

田代の郷整備事業につきましては、当初、陸上競技場を整備すると

いうことで進んでおりましたけれども、平成25年度に見直しをすると

いうことで事業を一旦中止としております。 

その後、いろいろな検討を重ねてきましたが、平成28年度に、子供

から高齢者までが楽しく健康の保持・増進ができる多目的スポーツレ

クリエーション広場を整備するということで、今年の２月に整備計画

のイメージ図を公表させていただいたところです。その形としては、

遊びのエリアとか多目的スポーツエリア、芝生のエリア、あと駐車場

等といった形のイメージ図を公表させていただいたところでございま

す。 

その後、事務事業のほうでも報告させていただいておりますけれど

も、平成29年度において市民意見を計画に反映させるということで、

ワークショップを開催し、市民の意見を取り入れた計画にしていくと

いうことで、今年度進めてきております。 

今年度につきましては、いろいろな世代の方、Ａ委員にも少し御参

加をいただきましたけれども、いろいろな世代の方に御参加をいただ

きましてワークショップを６月から３回開催させていただきました。

今回、ワークショップでまとまった意見ができ上がったものですから、

それに少し修正を加えながら基本計画の案と基本設計案ができ上がり

ましたので、今回、少し報告をさせていただきたいと思います。 

この案につきましては、明日、議会へも少し報告をさせていただく

予定ですので、教育委員会にも少し報告をさせていただくものでござ

います。 

整備の方針としましては、先ほど申し上げました通り、子供から高

齢者までが楽しく健康の保持・増進ができる多目的スポーツ広場とい

うことで、他市にない魅力的な施設にするということと、子育てだけ

ではなく若い世代の方の要望も取り入れながら、なるべく市民の要望

に応えられる施設にしていくことで進めていきたいと考えておりま

す。 

そうしたことで、ワークショップを開催させていただいて、資料を

１枚めくっていただいたところに、基本設計案について４番のところ

にございますけれども、ワークショップと市民アンケートを改めて実

施して、そうした御意見を聞く中でゾーニングを行いました。 

基本設計の案としては、また図面のほうで少し説明をさせていただ

きたいと思いますけれども、大きく、大型遊具を設置したゾーンと、

あとスポーツの施設を取り入れたスポーツゾーン、それと、フリーゾ

ーンということで憩いの広場になるような、いわゆる芝生を中心とし
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たゾーン、そこには幼児用遊具というものを配置します。あとは駐車

場のゾーンということで、４つのゾーニングを行っております。 

適宜、休憩スペースですとか、ワークショップの中でも御意見をい

ただきましたので、今後どういう配置をしていくかというのはまた決

めていきたいと思いますけれども、そういったものも配置をしていく

予定でございます。 

それでは、少し説明をさせていただきたいと思いますので、図面の

ほうをご覧いただきたいと思います。 

敷地の、図面の左手にシンボル遊具ゾーンということで書いてござ

います。こちらに大型遊具を設置していく予定でございます。いろい

ろな機能、すべり台ですとか登るロープですとか、そういった複合的

な遊具を今のところ考えております。イメージとしては、掛川の22世

紀の丘公園にあるような大きな遊具を設置していくということで、こ

こに大きくどんと遊具を配置していく予定でございます。 

図面の中央の上には、スポーツゾーンということで配置をさせてい

ただいております。ワークショップの中ではあまりスポーツという御

意見は出ていなかったんですけれども、最終的にワークショップの中

でスポーツ施設がある案と無い案という形で提案をさせていただい

て、そこで投票をとったんですけれども、スポーツ施設が無いほうに

少し投票の数が多かったのですが、その中でも、フットサル場が欲し

いねというような御意見もあったものですから、投票の割合的にはほ

ぼ同じぐらいではなかったかなと思っております。 

そうしたことで、市としましては、ここはなるべく広い範囲の世代

の方に使っていただきたいという考えもございますので、スポーツの

施設を取り入れる案を選択させていただいたところです。 

そこの中には、フットサル場と、若い人たちに利用していただける

ということでバスケットの、３ｏｎ３といいますけれども、その施設

と、あとローラースケート、スケートボードのコースといったものを

取り入れております。 

この２つにつきましては、2020年の東京オリンピックの新種目にも

なっておりますので、そういった形で需要が見込まれるのではないか

なと思っております。 

中央の下ですけれども、こちらは全般的には芝生の広場となります。

この中には、いわゆる小さい子供さん、幼児ですね、本当に小さい子

供さんたちが使えるような遊具を配置する予定です。あとは芝生で憩

い、ゆっくりくつろいでいただけるような施設にすることで考えてお

ります。 

こちらの芝生広場につきましては、後ほど事業費のことにも触れた

いと思いますけれども、大きな事業でございますので、なるべく、そ

れと市民にこの施設に愛着を持っていただきたいということも含めま
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して、こちらの芝生については市民に参加をしていただいて、芝生を

植えていただくような作業も、今、考えております。 

一番右側は、駐車場ゾーンということで設置をしております。いろ

いろな、こういう大型遊具を配置している施設の利用人数等を見ます

と、かなり土日に集中しますけれども、たくさんの人が利用していた

だけることもございます。いろいろなお話の中で、駐車場が足りない

のではないかというお話も出ておりましたので、当初の案より少し増

やして、駐車場の範囲を広げております。今、この絵の入っている部

分では大体200台くらい停められるであろうと計画しております。場合

によっては、その下の臨時駐車場兼イベント広場という形で、人数が

集中した場合はこちらも駐車場として活用できるような形で、今のと

ころ計画をしております。 

計画につきましてはそのような形で、ゾーニングをさせていただい

て予定しております。 

また資料に戻っていただきまして、今後、もう少し詳細を詰めて具

体的な配置等をまた今後決めていきたいと思っております。 

５番の概算費用のところでございます。今、こちらでお示しさせて

いただいた案は、ワークショップで出た案をそのまま出させていただ

いております。こちらの事業費で、全部一括で発注をしますと約５億

7,000万円弱かかるという状況でございます。大きな金額になるという

ことと、あと、整備の手法によって、先ほど少しお話しましたけれど

も、市民参加で芝生を入れていただくですとか、発注方法によって少

し事業費を抑えられるだろうということで、そういったことと、あと

は金額の高い施設については少し整理をするということも含めて調整

をさせていただく中で、今のところ概算費用としては４億8,000万円ぐ

らいを想定しております。 

６番の事業期間でございますけれども、先ほど少しお話しましたけ

れども、７番のところに書いてありますけれども、29年度末までに詳

細設計をして、最終的な設計を作っていきます。30年度から工事に着

手をし、２カ年で工事を完了したいと思っております。 

平成30年度については、敷地全体のおおよその造成工事、31年度に

いわゆる上物、大型遊具ですとかスポーツ施設といった上物を整備し

ていくという計画で、今のところおります。 

その下の８番につきましては、先ほど少しお話しましたけれども、

芝生の植えつけについては市民参加をしていただく考えです。それと、

大型遊具については、先ほど別発注で、いわゆるプロポーザル方式を

今のところ考えて、よりいいものを、なるべく、それこそ他市にない、

大勢の人に来ていただけるような遊具を設置していきたいと考えてお

ります。 

このような形で、今年度詳細設計を詰めて、予算の都合もございま
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すけれども、来年度以降工事に着手をして、32年４月にはオープンで

きるよう事業を進めていきたいと考えております。以上、御報告をさ

せていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

教育長 ありがとうございました。 

５つの課から報告事項がありました。委員の皆様から、何か御質問、

意見等がありましたらお願いします。 

Ｂ委員 学校給食課の、19ページのところで、ゴーヤチャンプルーというの

が。これは、ゴーヤーと伸ばすのが正しい表現です。これは前にラジ

オで聞いたことがあるんですが、沖縄の人が言っていました。内地の

人は、本土の人はゴーヤと言うけど、本来は、沖縄弁ですと、ゴーヤ

ーと伸ばすんだそうです。 

念のため辞書で調べました。ゴーヤーです、やっぱりそうです。 

教育長 はい。正しい表記をお願いします。 

学校給食課長 ありがとうございます。また修正いたします。 

教育長 他にどうでしょうか。 

Ｂ委員 はい、いいですかもう１つ。 

田代の郷の件ですけれども、これからなんでしょうけれども、また

言わずもがなかもしれません。トイレのところなんかでも、若い母親、

幼児を連れてくる。２人目になってきたら乳児を連れてくるかもしれ

ない。 

授乳室とかおむつを替える部屋とか、こういうのはやはりきちっと

一緒に、忘れずにつけ加えていただきたい。入っていればいいんです

けれども。 

あと、このシェルターと書いてあるのは、どういうものなんですか。 

エントランスゾーンのところの下に、トイレブース、管理棟ブース、

シェルターと。どういうイメージなんでしょうか。雷とかですか。 

スポーツ振興課長 申しわけございません、私も理解をしていないところで、少し確認

をさせていただきたいと思います。どんなものか、私も承知をしてい

ないので。申しわけございません。 

Ｂ委員 ここは確か、山の高台みたいな感じになると思うんです。最近はよ

く、急に天候が変わって雷があったりしますけれども、そういう意味

では、ここは割合平たいところで、結構危ないところなので、そうい

う意味かなと僕は理解したんだけれども、そうでないとすれば、それ

もまた考えてほしいと思います。 

突然天候が変わったときにぱっと逃げ込めるところですね。雷に対

しても大丈夫だというふうにですね。 

あと、これもこの辺り、例えば僕が住んでいる大草、天徳寺あたり

でも、最近、イノシシばかりかシカとかカモシカの姿を見るようにな

りました。時々ですけれども、僕はあります。この辺りは、もちろん

それに続いたところですから、こういうものが出没しないかどうか。 
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温泉施設とか、あるいは霊園とか、あまり周りに出たって問題はな

いのかもしれませんけれども、こういう、土があって植栽があって、

幼児、子供も出入りするところですと、例えばイノシシなどが通った

り、土を掘ったりとかしますと、その周りの草には結構、ダニを、マ

ダニをまき散らします。 

こういうことを考えますと、直接の被害はないにしても、夜中にそ

の辺を歩かれると、そういった二次的な被害が出る可能性があります

から、これはやはりブロックしないといけないだろうし、シカ、カモ

シカですと、ヤマビルですね、これを必ず連れてきます。これは非常

に嫌な虫ですので、これの対策をある程度念頭に入れていただければ

と思います。 

まだ出ていないかもしれませんけれども。 

スポーツ振興課長 いろいろ、御意見ありがとうございます。 

これからいろいろな詳細設計をして、細かなところをまたやってい

きたいと思います。 

先ほど、シェルター、たぶんパーゴラになるのかなと。少し日よけ

になるようなものになろうかと思います。そんな、雨宿り的なものは、

中にあずまやですとかそういったものは今後設置をしていく。今、ど

こに配置をするかはおおよその絵でこの中には、四角く黒くなってい

るところがあずまやなんですけれども、配置をしていく予定です。 

予算の都合もございますので、何カ所配置できるかというのはまだ

決定をしておりませんけれども、今後、そういう中で雨が降ったとき

に避難できるような、雷が来たときに避難できるようなものは少し取

り入れをしなければならないのかなと思っております。 

それと、先ほどの、獣といいますか、イノシシですとかその辺につ

いては、やはりここは出ますので、基本的にはこの図面の左側の、少

し植栽の絵がいっぱいあるところが少し茶色くなっていますけれど

も、ここがグリーンベルトということで、反対の山からこちらの山へ

動物たちが移動する道路も、上もこれはトンネルになっているんです

けれども、移動できるような形で、ここを通ってもらうという形で、

ここはでき上がっています。 

ただ、実際には、この敷地の中にもふんなどがたくさん落ちている

こともありますので、実際には入ってきていると思いますので、その

辺については、こちらの道路側についてはフェンスがありますので大

丈夫だと思うんですけれども、反対側については今のところそのまま

になっておりますので、今、そういう動物たちが入らないような形、

なるべくグリーンベルトのほうへ誘導するように、少しフェンスをし

なければいけないのかなと、今、考えております。そういった形で、

なるべくグリーンベルトを通ってもらう形で誘導できればなと思って

おります。 
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これから細かなところの、授乳室の問題ですとか、その辺はトイレ

のところに少しスペースを作るですとか、そういったことも含めて、

これから年度末までにかけてどういったものにするのか詰めていきた

いと思っておりますので、いただいた御意見については少し参考にさ

せていただきながら進めたいと思います。 

Ｂ委員 あと、敷地内禁煙も、またぜひ徹底してほしいと思います。 

スポーツ振興課長 公園内は基本的に。 

教育長 公共施設の中は、基本的に禁煙になっているものですから。 

Ｂ委員 では、大丈夫ですね。 

教育長 はい、大丈夫だと思います。 

それ以外にどうでしょうか。 

Ａ委員 田代の郷整備事業で、私もワークショップに出させていただいたん

ですけれども、そのときにも出たんですけれども、木を、恐らくいろ

いろな木を植えることになると思います。いろいろな、たくさんの方

に使っていただきたい、来ていただきたいというお話でしたので、ぜ

ひ、どんぐりとか松ぼっくりの、ちょっと大きめの実がなる木がある

ものですから、そういったものを植えていただけると、小学校１年生

が秋の授業の中でそういう木の実を使った工作というのをやるもので

すからね、そういったときに田代の郷の公園に行けばあるよというと

ころから、また子供たちにとってなじみの深い場所になっていくので

はないかなと思いました。またそういうことも少し考えていただける

と嬉しいです。よろしくお願いします。 

スポーツ振興課長 ここのところは、田代の郷の整備の段階で、元の森というんですか、

戻すという考え方で、なるべく在来種を植えるようなのがいいですね

ということで、ワシタカ委員会のほうからもいただいて、グリーンベ

ルトのところもなるべく在来の木を、いわゆる元々あったものを植え

るという形で進めてきております。ですので、公園の中にそういった

ものを入れるかどうかはまた今後の検討課題ではあります。 

あと、ライオンズクラブさんのほうで、梅を寄附していただいてい

るものですから、今、一部植えております。もう少し寄附をしたいと

いうお話も少し伺っておりますので、ここを、伊太は梅のということ

があるものですから、どこに植えるかという部分も少しありますので、

そうしたことも含めて、今、Ａ委員から御提案いただいたことも含め

まして、あと、管理の問題ですとかいろいろな問題もあるものですか

ら、そういうことも含めまして少し、参考にさせていただきたいと思

います。 

ありがとうございます。 

Ａ委員 お願いします。 

教育長 よろしいですか。 

大勢の人が集まるためにはいろいろな工夫が必要ではないかなと。
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そのうちの１つが植栽ということがある。確か、ワークショップの中

では花をというような御意見もあったように思います。花の咲く樹木

を植えるというのも考えていかなければならない内容だなと思いま

す。また検討をお願いしたいと思います。 

それ以外にどうですか。 

Ｃ委員 １つ。 

Ｂ委員からも話がありましたが、害虫、猛獣対策、やはり当初はい

いんですけれども、やはり四、五年たちますと、今まで人が入ってい

て大丈夫だったところが、イノシシとかシカが来たことによって、ヤ

マビル、ヒル、それからダニですか、が発生して人が立ち入れなくな

ってきたということは、奥のほうのキャンプ場がたくさんありますの

で、やはりその辺も、化学的に対応できればありがたいと思います。 

スポーツ振興課長 管理については、今後どうしていくかという問題もありますし、今

はここは管理を業者に委託をして、のり面の管理ですとか、そういっ

たものは今やっていただいております。今後も、そういったことも含

めてやらざるを得ないだろうと思っております。 

あと、日常的に管理人を置くかどうかという問題も含めまして、現

時点では日常的に管理人を置くことでは考えておりませんけれども、

何らかの人の手配はしなければいけないだろうなと思っております。 

そういった形で、日常的に常にきれいな状態でいられるような管理

は当然必要だろうと思っておりますので、そこら辺も含めまして今後

整備をしていく段階の中で管理方法については十分また検討を進めて

いきたいなと思います。 

Ｃ委員 というのはですね、千葉山からどうだん原を通って相賀山から川へ

降りてくるコースが、名物コースがあるんですけれども、その相賀山

から大井川へ降りてくるところの斜面が、昔ははげ山と言われていて

植樹がされていなかったんですけれども、植樹をしていこうというこ

とで木を植えました。 

その関係で、スズメバチの巣があの鉄塔の周辺にすごい大発生して

いまして、一時期、通れないという残念なところもありましたので、

例えばここに天空回廊というふうに設定をしていただいて、広範囲な

ハイキング回廊が作っていただいてあるんですが、害虫等によって使

用できないということが懸念されます。 

管理が大変だとは思いますので、これだけの広範囲で街道を整備す

るにはそれなりの覚悟が必要ではないかなと思いますので、またひと

つ御検討ください。 

スポーツ振興課長 今、Ｃ委員から御意見いただいたことを肝に銘じまして、管理方法

については、安全に、小さい子供さんたちも想定をしておりますので、

安全にここを利用していただけることは当然考えなければいけない。

山の中ですので、虫ですとかそういったものも、やはりどうしても出
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るだろうと思います。 

そういったものをどう対策していくか、ハチの巣ができたときには

何とか早く取るというようなことは、今後のここの管理運営の中で当

然やっていかなければいけないことだろうなと思いますので、十分肝

に銘じて進めていきたいと思っております。 

Ｂ委員 繰り返しになってしまいますけど、要するに、管理は後からではな

くて、管理しやすいように、計画的に予防的に計画を立てていただけ

ればと思います。管理しやすい、そういうことです。 

教育長 いいですか。私のほうからも。 

イノシシの農作物への被害のときに時々話題になるんですが、畑と

か田んぼとか、ぎりぎりまで荒れた状態が続くと被害に遭いやすい。

その隣接地帯をきれいに、草を刈ったり何かをして管理していると被

害に遭いにくいというようなこともあるものですから、どこまで手を

入れていくかというのは大変難しい問題になると思います。 

もし、管理できないようだったらフェンスで対応しなければならな

いなということもあります。そこら辺は、また島田市だけではなくて

先進的な事例を持った、山に近い隣接した公園というのはたくさんあ

ると思うものですから、そういう事例を研究する中で設計の中に生か

していただけたらなと思います。 

以上でよろしいでしょうか。いいですか。 

それでは、報告事項は以上といたします。 

 その他 

教育長 それでは、会議の日程について、次回及び次々回について、教育総

務課長、お願いします。 

教育総務課長 それでは、表紙を１枚めくっていただきまして、日程のところをご

覧ください。 

10番、その他のところです。 

次回、第９回につきましては、９月28日木曜日午後２時から午後４

時まで、会議棟のＣ会議室、きょう使っているのがＤ会議室で、この

西側のところです。 

続いて、次々回につきましては、第10回を平成29年10月26日の木曜

日、午後２時から午後４時まで、市役所４階の第３委員会室、こちら

での開催を計画しているところですけれども、御予定のほうはいかが

でしょうか。 

教育長 分かりました。よろしいでしょうか。 

私のほうから１つお聞きしたいんですが、いいですか。教育総務課

長にです。 

この、おおるりまたは市役所の庁舎の中だけで会議をするものでは

なくて、外に出てということを今までやってきたと思います。 

今後の計画の中で、外へ出て開催するということについてはどう考
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えているでしょうか。 

教育総務課長 今、現在具体的に第何回をどこにということは計画の中には入って

いませんが、これから３月までの間で、２回または３回は外に出たい

と考えております。 

これまで、公民館を初めとする社会教育施設であったりとか、図書

館であったりとか、そういったところを使っておりますので、おおむ

ね一回りはしておりますが、そういったところをまた活用したいと考

えております。 

教育長 では、また委員のほうから考えがあったり、また希望があったら伝

えたいと思いますが、よろしくお願いします。 

 それでは、以上をもちまして平成29年度第８回教育委員会定例会を

閉会とします。ありがとうございました。 

  

  

 

 

  

 閉  会    午後３時38分 

  

 

  

  

 

 


